
    

「
あ
い
ち
医
師
・歯
科
医
師
九
条
の
会
」 
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２
０
１
７
年
12
月
11
日 

「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
は
愛
知
県
保
険
医
協

会
と
共
催
で
、
「
憲
法
の
つ
ど
い
」
を
２
０
１
８
年
２
月
１
０

日
に
本
秀
紀
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
）
を
迎
え
て
開
催

す
る
（
裏
面
囲
み
参
照
）
。 

是
非
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。 

高
ま
る
改
憲
の
危
機
、
改
憲
阻
止
勢
力
も
前
進 

２
０
１
７
年
１
０
月
の
総
選
挙
の
結
果
、
自
公
与
党
が
改
憲
発
議
可
能
な
３

分
の
２
以
上
を
確
保
し
た
。
改
憲
と
い
う
点
で
は
、
希
望
の
党
・
維
新
の
会
と

い
う
改
憲
に
前
向
き
な
勢
力
も
あ
り
、
改
憲
の
危
険
性
は
今
ま
で
に
な
く
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
立
憲
民
主
党
が
野
党
第
一
党
を
占
め
た
ほ
か
、
共
産
・
社
民
の
勢

力
と
合
わ
せ
て
、
国
会
内
の
改
憲
阻
止
勢
力
は
公
示
前
と
比
べ
て
前
進
し
た
。 

ま
た
、
国
会
内
の
改
憲
推
進
勢
力
は
単
純
で
は
な
く
、
毎
日
新
聞
が
総
選
挙

の
当
選
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
自
民
党
以
外
の
各
党
で
は

憲
法
九
条
へ
の
自
衛
隊
明
記
に
賛
成
は
５
割
以
下
に
留
ま
っ
て
い
る
（
公
明
党

「
改
正
反
対
」
３
６
％
、
希
望
の
党
「
賛
成
」
４
７
％
、「
反
対
」
３
９
％
、

自
民
党
は
「
賛
成
」
７
５
％
だ
が
「
自
衛
軍
明
記
」
の
方
が
よ
い
に
１
４
％
な

ど
）。 野

党
や
市
民
の
共
同
の
動
き
と
し
て
、
総
選
挙
で
は
立
憲
民
主
・
共
産
・
社

民
３
党
と
市
民
連
合
と
の
間
に
「
①
安
倍
政
権
が
進
め
る
九
条
改
正
反
対
、
②

秘
密
保
護
法
・
安
保
法
制
・「
共
謀
罪
」
法
な
ど
の
白
紙
撤
回
、
③
福
島
第
一

原
発
事
故
の
検
証
の
な
い
ま
ま
の
原
発
再
稼
働
を
認
め
な
い
」
な
ど
７
項
目
の

共
通
政
策
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
国
会
内
外
の
論
戦
、
市
民
と
の

共
同
を
広
げ
る
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

２
０
１
８
年
、
改
憲
に
踏
み
切
る
危
険
性
が 

安
倍
首
相
は
２
０
１
７
年
５
月
３
日
、「
九
条
の
１
項
、
２
項
を
そ
の
ま
ま

残
し
、
そ
の
上
で
自
衛
隊
の
記
述
を
書
き
加
え
」「
２
０
２
０
年
を
新
し
い
憲

法
が
施
行
さ
れ
る
年
に
し
た
い
」
と
表
明
し
た
。 

自
民
党
は
、
１
０
月
の
総
選
挙
で
、「
自
衛
隊
の
明
記
」「
緊
急
事
態
対
応
」

な
ど
を
中
心
に
、「
憲
法
改
正
原
案
を
国
会
で
提
案
・
発
議
し
、
国
民
投
票
を

行
い
、
初
め
て
の
憲
法
改
正
を
目
指
し
ま
す
」
と
公
約
し
た
。
同
党
は
年
内
に

党
と
し
て
の
改
憲
案
を
と
り
ま
と
め
、
２
０
１
８
年
１
月
か
ら
の
通
常
国
会
に

提
出
し
、
６
月
ま
で
の
改
憲
発
議
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描
い
て
い
る
。 

２
０
１
７
年
１
１
月
の
国
会
で
は
自
衛
隊
明
記
に
関
し
て
安
倍
首
相
は
、

「
自
衛
隊
の
任
務
や
権
限
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
」と
答
弁
。し
か
し
、

九
条
に
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
災
害
救
助
や
専
守
防
衛
の
自
衛

隊
で
は
な
く
、
安
保
法
制
の
も
と
で
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
自
衛
隊
で
あ

る
こ
と
を
冷
厳
に
見
る
必
要
が
あ
る
。 

従
来
の
政
府
見
解
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
や
海
外
で
の
武
力
行
使
は
で
き

な
い
と
い
う
憲
法
解
釈
を
と
り
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
た
組
織
と
し
て
自
衛
隊
を
合

憲
と
言
っ
て
き
た
も
の
が
、
自
衛
隊
を
明
記
し
「
自
衛
権
」
や
「
国
際
貢
献
」

に
つ
い
て
も
書
き
込
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
衛
隊
が
文
字
通
り
憲
法
上
の
組
織

と
な
る
こ
と
で
、
安
保
法
制
が
丸
ご
と
合
憲
化
さ
れ
、
無
制
限
の
海
外
で
の
武

力
行
使
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
法
律
の
世
界
で
は
、
後
か
ら
作
っ
た
法
律
は
、
前
の
法
律
に
優
先
す

る
こ
と
が
一
般
原
則
と
さ
れ
る
が
、
新
た
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
で
、
九

条
二
項
は
死
文
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。 

憲
法
九
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
改
憲
は
、
日
本
国
憲
法
の
柱
で
あ
る
平
和

主
義
を
骨
抜
き
に
す
る
も
の
で
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

勢
い
づ
く
改
憲
派
、
改
憲
Ｎ
Ｏ
の
市
民
の
動
き
も
広
が
る 

こ
う
し
た
安
倍
首
相
の
憲
法
を
め
ぐ
る
暴
走
を
後
押
し
す
る
の
は
、
改
憲
右

翼
団
体
の
日
本
会
議
と
国
会
議
員
懇
談
会
な
ど
の
動
き
で
あ
る
。
１
０
月
の
総

選
挙
後
の
集
会
で
は
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
得
た
こ
と
で
「
天
の
時
を
得

た
」「
い
ま
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
」
な
ど
と
気
勢
を
上
げ
、
１
１
月
に
も
「
憲

法
改
正
ま
で
あ
と
一
歩
」
と
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
相
手
は
『
九
条
の
会
』

や
護
憲
派
だ
が
、
そ
ん
な
も
の
に
は
負
け
な
い
」
と
敵
意
を
む
き
出
し
に
し
て

い
る
。 

一
方
、
草
の
根
の
地
域
で
は
、
安
倍
首
相
の
改
憲
は
Ｎ
Ｏ
の
声
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
９
月
４
日
に
は
安
倍
首
相
に
よ
る
九
条
会
見
を
阻
止
す
る
広
範
な

人
々
の
結
集
の
場
と
し
て
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
澤
地
久
枝
（
作
家
）、
瀬
戸
内
寂
聴

（
作
家
）、
森
村
誠
一
（
作
家
）、
鎌
田
實
（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
、
作
家
）、

益
川
敏
英
（
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）、
香
山
リ
カ
（
精
神
科
医
）
各
氏
ら

１
９
氏
が
発
起
人
と
な
り
、
実
行
委
員
会
に
は
、「
九
条
の
会
」
も
他
団
体
と

の
共
同
と
し
て
初
め
て
加
わ
り
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 
憲
法
を
生
か
す

全
国
統
一
署
名
」（
通
称
３
千
万
署
名
）
を
２
０
１
８
年
６
月
ま
で
取
り
組
む

こ
と
や
、
全
国
く
ま
な
く
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
を
提
起
し
て
い
る
。 

 

広
げ
よ
う
３
０
０
０
万
署
名 

愛
知
県
保
険
医
協
会
も
愛
知
県
内
の
医
師
・
歯
科
医
師
に
広
く
よ
び
か
け
、

こ
の
署
名
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の

会
」
と
し
て
も
こ
の
取
り
組
み
に
大
い
に
呼
応
し
て
、
署
名
の
推
進
や
九
条
の

会
ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
者
を
広
げ
る
こ
と
を
進
め
た
い
。 

世
論
も
安
倍
首
相
の
改
憲
を
許
し
て
は
い
な
い
。
選
挙
直
後
の
朝
日
新
聞
の

世
論
調
査
で
は
、「
安
倍
政
権
下
で
の
改
憲
に
つ
い
て
、
反
対
４
５
％
、
賛
成

３
６
％
」
で
あ
っ
た
ほ
か
、
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
安
倍
首
相
の
提

案
に
「
反
対
」
が
５
３
％
（
１
１
月
３
日
・
中
日
新
聞
）
な
ど
、
国
民
の
世
論

と
運
動
に
よ
り
、
改
憲
発
議
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。 



平
和
主
義
こ
そ
が
日
本
国
憲
法
の
『
主
題
』 

医
師
九
条
の
会
が
つ
ど
い 

｢

あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会｣

と
保
険

医
協
会
は
、
第
二
十
四
回
の
憲
法
の
つ
ど
い
を
八

月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
、
保
険
医
協
会
伏
見
会

議
室
で
開
き
、
医
師
や
市
民
ら
四
十
五
人
が
参
加

し
た
。
「
ど
う
な
る
憲
法
、
ど
う
す
る
憲
法
～
改

憲
の
試
練
の
中
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
桐
山
桂
一
氏

（
東
京
新
聞
・
中
日
新
聞 

論
説
委
員
）
を
迎
え

た
。 

桐
山
氏
は
論
説
委
員
と
し
て
社
説
な
と
の
執
筆
を
分
担
。
現
行
憲
法
の
先
進
性

で
あ
る
平
和
主
義
の
原
則
を
守
る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
講
演
し
た
。 

安
倍
首
相
は
、
二
〇
一
三
年
第
二
次
安
倍
内
閣
の
時
に
、
憲
法
改
正
の
手
続
き

を
定
め
た
九
十
六
条
を
変
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
目
論
見
を
、
石
川
健
治
東
大
法

学
部
教
授
が
立
憲
国
の
憲
法
を
定
め
る
権
力
が
動
く
こ
と
を
「
革
命
」
と
定
義
し

「
革
命
の
教
唆
だ
」
と
批
判
し
、
ま
た
、
二
〇
一
四
年
７
月
の
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
は
「
法
秩
序
の
連
続
性
の
破
壊
＝
法
学
的
に
は
ク
ー
デ
タ

ー
」
と
話
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。 

三
権
分
立
の
中
で
、
行
政
権
が
優
位
性
を
利
用
し
、
安
倍
政
権
は
自
ら
へ
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
次
々
と
外
し
て
き
た
。
内
閣
人
事
局
を
設
置
し
官
僚
を
統
制
す

る
。
日
銀
総
裁
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
な
ど
の
人
事
も
意
の
ま
ま
に
し
、
立
法
に
お
い
て

 

も
小
選
挙
区
制
で
党
内
の
反
対
派
を
公
認
権
で
抑
え
る
。
き
わ
め
て
独
裁
的
な
政

治
を
行
っ
て
い
る
。 

日
本
国
憲
法
は
九
条
で
軍
事
を
削
除
し
、
国
際
的
な
約
束
と
し
て
諸
国
に
平
和

主
義
を
宣
言
し
た
。
交
響
曲
に
例
え
れ
ば
平
和
主
義
こ
そ
が
「
主
題
」
で
あ
る
。

「
主
題
」
が
変
わ
れ
ば
ま
っ
た
く
別
の
曲
と
な
る
。
安
倍
首
相
は
こ
の
「
主
題
」

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

安
倍
首
相
は
「
非
立
憲
主
義
専
制
政
治
」
を
目
指
し
て
い
る
。
２
項
を
残
し
て

３
項
を
「
加
権
」
す
る
と
い
う
矛
盾
を
含
ん
だ
提
案
を
、
国
民
を
改
憲
賛
成
に
誘

導
す
る
た
め
に
言
い
出
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
を
既
成
事
実
と
し
て
自
衛
隊
を
合

憲
と
す
る
３
項
を
加
え
れ
ば
２
項
は
全
く
空
文
化
す
る
。
そ
れ
は
日
本
国
憲
法
で

な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
話
し
た
。 

質
疑
で
は
「
な
ぜ
急
に
年
内
の
改
憲
発
議
を
言
い
出
し
た
の
か
」
と
の
質
問
に
、

「
安
倍
首
相
は
日
本
国
憲
法
が
前
文
か
ら
す
べ
て
嫌
い
で
、
と
に
か
く
壊
し
た

い
。
自
身
の
在
任
中
に
改
憲
を
実
現
し
た
と
い
う
野
心
か
ら
だ
と
思
う
」
と
答
え

た
。 「

あ
い
ち
医
師
・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
、

愛
知
県
保
険
医
協
会
の
平
和
を
求
め
る
取
り
組
み
は
、
愛
知
県
保
険
医
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

s:/
/
a
ic

h
i-

h
k
n
.jp

/
 

お申込みは、お名前と市

町村名、人数を、「あい

ち医師・歯科医師九条の

会」事務局の愛知県保険

医協会までご連絡くだ

さい。 

電 話 052-832-1346 

ＦＡＸ 052-834-3584 

 

◆◆参加費◆◆◆◆◆ 

医師・歯科医師1,000円、

一般市民 500 円 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

「安倍 9 条改憲ＮＯ！ 憲法を生かす全国統一署名」（3000 万署名） 

にご協力ください 
戦後 70 年以上にわたって、日本が海外で戦争をしてこなかった大きな力は、憲法９条の存

在と市民の粘り強い運動でした。 

いま、９条を変えたり、新たな文言を付け加えたりする必要は全くありません。 

日本がふたたび海外で「戦争する国」になるのはゴメンです。 

私たちは、憲法９条を守り、憲法の民主主義、基本的人権の尊重、平和主義の諸原則が生か

される政治を求めます。 

「自衛隊は必要」「自衛隊を違憲とする人も専守防衛をよしとする人も、自衛隊が武器を持

って海外に出ることや、海外で戦争をする自衛隊は認められない」という人も、安倍政権の

もとでの九条改憲にはＮＯの意思表示をしましょう。 

圧倒的な９条改憲ＮＯの世論で、改憲の発議をさせないこと、国民投票に持ち込めば改憲勢

力が負けるという状況をつくり出すことをつくりましょう。 

◇  ◇  ◇  ◇  ◇  ◇ 

同封の署名用紙を活用いただき、返信封筒でご返送ください。 
署名用紙の追加注文も承ります（送料とも無料）。 


